
平成29年度 鳥獣被害対策チームの主な活動の概要 

地域 活動内容 備考 

佐久 地形的不利等の要因のある箇所の被害防除の指導の推進 

・農地が小規模などの理由で、補助事業による整備が行き届かない箇所

などを中心に被害防止柵による被害防除の現地調査、指導を進める。 

 

上田 電気柵等によるハクビシンの農業被害対策のモデル地区における普及 

・近年増加傾向にあるハクビシンの農業被害対策を地域に定着させるた

め、電気柵のモデル展示ほ場を設けて、地域ぐるみの防除の普及を図る。 

 

諏訪 富士見町のサル被害対策の支援 

・サルの被害額が増加傾向にあり、対策の後押しが必要となっている富

士見町について、適切な調査を基にした効果的なニホンザル被害対策の

定着を図る。 

 

上伊那 ニホンザルに関する防除対策等の普及啓発 

・サルの効果的な被害対策を定着させるため、管内各地で電気柵による

被害防除実習、サルの追い払い技術等の研修、現地指導を行う。 

 

南信州 「南信州鳥獣害対策アカデミー」としての被害対策の普及 

・カワウの漁業被害対策、ニホンザルの被害対策などの普及させるため、

管内各地で「南信州鳥獣害対策アカデミー」を開催して、効果的で正し

い被害対策技術の定着を図る。 

 

木曽 電気柵等の防除技術の地域定着に向けた取り組み 

・地形的の制限で個別の電気柵等の対策が重要であるため、電気柵の機

能点検、並びに農協等の営農指導者などを含めた研修会の充実により、

正しい被害対策の定着を進める。 

 

松本 増加する鳥類による果樹被害対策の普及 

・管内被害額の5割以上を占める鳥類の被害対策を地域主導で進めるた

めの餌場にならない環境づくり（廃棄果実の撤去）の現地指導、遊休捕

獲檻の有効活用の指導などを進める。 

 

北アル 

プス 

サル、ハクビシン等の総合的な被害対策の定着に向けた取り組み 

・サル、ハクビシン、カラスなどの果樹等の被害対策を定着させるため、

餌場にならない環境づくり、正しい防護柵の設置及び管理に向けた現地

指導などで地域主導の被害対策の定着を進める。 

 

長野 総合的な野生鳥獣被害対策の地域に密着した普及 

・地域住民に被害対策を定着させるため、被害対策のパンフレットの改

定版を作成するとともに、各地域の協議会や野菜セミナーなどの機会を

活かした研修や、現地指導を進める。 

 

北信 電気柵等の被害対策のフォローアップと鳥獣の正しい知識の普及 

・被害対策のフォローアップとして、電気柵の機能点検、未収穫果実の

収穫イベントなどによる環境整備の重要性の普及を図るとともに、地域

リーダ―等へ正しいクマなどの生態及び被害対策技術の普及を進める。 
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